
調
査
デ
ー
タ 

 

観 光 経 済 新 聞週 刊 （６）２００７年（平成１９年）７月１４日（土曜日）第２４２８号 第３種郵便物認可

政府は６月２９日、観光立国推進基本計画を閣議決定した。観光
立国推進基本法に基づく今年度から５カ年の計画で、数値などの
具体的目標を掲げ、達成に向けた施策を示している。観光にかか
わる多様な関係者の取り組みを促進するため、代表的で分かりや
すい５項目を「基本的な目標」に掲げた。施策のテーマ別にも達成
目標を設定している。観光立国の実現に向けた具体的な取り組み
が本格化。基本計画に掲げられた目標と現状を紹介する。

国内旅行の年間１人４泊、
訪日外客１０００万人など目標

２００６年度の国民１人当たりの国内宿泊観光旅行は、前年
の愛知万博の影響もあり、宿泊数が２．７７泊、回数が１．７３回
で、ともに前年度から減少に転じた。

２００６年の訪日外国人旅行者を国・地域別にみると、アジ
ア地域からの旅行者が全体の７割を初めて超えた。

２００６年の訪日外国人旅行者数は、前年に比べて６１万人増
加し、過去最高の７３３万人を記録した。
日本人海外旅行者は、１７５３万５０００人で、２０００年の１７８１万

９０００人に次いで２番目に高い実績となった。

国際会議の開催実績は、日本が２００３年まではアジアで首位だったが、２００５年には中国、
韓国、シンガポールに次いでアジア４位に後退し、国際社会のハブとしての地位を低下
させている。

２００５年度の国内観光消費額は、２４兆４０００億円で、その生産誘発効果は５５兆３０００億円と
推計されている。付加価値誘発効果は２９兆７０００億円で、国内総生産（名目ＧＤＰ）の５．９
％にあたる。雇用誘発効果は４６９万人で、全就業者数の７．３％を占める。

�
「
国
際
競
争
力
の
高
い
魅
力

あ
る
観
光
地
の
形
成
」
に
関
す

る
目
標

◇

国
際
競
争
力
の
高
い
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
の
取
り

組
み
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、

他
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
１
年

に
１
度
、
優
れ
た
事
例
を
選
定

し
、
内
外
に
発
信
す
る
。

◇

良
好
な
景
観
の
形
成
に

つ
い
て
、景
観
法
に
基
づ
き
、市

町
村
の
景
観
行
政
団
体
へ
の
移

行
、
景
観
計
画
の
策
定
な
ど
を

推
進
し
、
社
会
資
本
整
備
重
点

計
画
に
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
場

合
、そ
れ
を
達
成
す
る
。ま
た
、

重
要
文
化
的
景
観
の
保
全
に
関

す
る
活
動
を
奨
励
す
る
。
さ
ら

に
、
道
路
の
無
電
柱
化
率
を
０７

年
度
ま
で
に
１５
％
に
高
め
る
こ

と
を
目
標
と
し
、
電
線
類
の
地

中
化
な
ど
を
進
め
る
。

※
０５
年
度
�
道
路
の
無
電
柱

化
率
１１
％

※
０７
年
度
当
初
�
景
観
計
画

を
策
定
し
て
い
る
景
観
行
政
団

体
数
４４

◇

東
京
国
際
空
港（
以
下
、

羽
田
空
港
）
に
つ
い
て
、
新
た

に
４
本
目
の
滑
走
路
を
１０
年
１０

月
末
ま
で
に
整
備
す
る
。
成
田

国
際
空
港（
以
下
、
成
田
空
港
）

に
つ
い
て
、
平
行
滑
走
路
を
０９

年
度
末
ま
で
に
延
伸
す
る
。
関

西
国
際
空
港
に
つ
い
て
、
２
本

目
の
滑
走
路
を
整
備
し
、
完
全

２４
時
間
空
港
と
し
て
活
用
を
図

る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
国
際
拠

点
空
港
と
都
心
部
の
間
の
ア
ク

セ
ス
所
要
時
間
を
１０
年
度
ま
で

に
３０
分
台
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
鉄
道
の
整
備
を
進
め
る
。

さ
ら
に
、
０７
年
度
ま
で
に
拠
点

的
な
空
港
・
港
湾
へ
の
道
路
ア

ク
セ
ス
率
を
６８
％
と
し
、
隣
接

す
る
地
域
の
中
心
の
都
市
間
が

改
良
済
み
の
国
道
で
連
結
さ
れ

て
い
る
割
合
を
７７
％
と
し
、
道

路
渋
滞
に
よ
る
損
失
時
間
を
３８

・
１
億
人
時
間
か
ら
約
１
割
削

減
す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
目
標

と
し
、道
路
の
整
備
を
進
め
る
。

※
０５
年
度
�
ア
ク
セ
ス
率
６６

％
、
改
良
済
み
の
国
道
７４
％
、

損
失
時
間
約
８
％
削
減

�
「
観
光
産
業
の
国
際
競
争
力

の
強
化
お
よ
び
観
光
の
振
興
に

寄
与
す
る
人
材
の
育
成
」
に
関

す
る
目
標

◇

旅
行
を
促
す
環
境
整
備

や
観
光
産
業
の
生
産
性
向
上
に

よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
通
じ
た
新
た
な
需
要
の
創
出

な
ど
を
通
じ
、
国
内
に
お
け
る

観
光
旅
行
消
費
額
を
１０
年
度
ま

で
に
３０
兆
円
に
す
る
こ
と
を
目

標
と
す
る
。

※
０５
年
度
�
２４
兆
４
千
億
円

◇

観
光
産
業
の
高
度
化
を

図
る
た
め
、
観
光
関
係
学
会
な

ど
の
活
動
の
充
実
を
奨
励
す
る

と
と
も
に
、
高
等
教
育
段
階
に

お
い
て
観
光
の
振
興
に
寄
与
す

る
人
材
の
育
成
を
促
進
す
る
。

※
０６
年
度
�
大
学
の
観
光
関

係
学
部
・
学
科
の
定
員
約
３
千

人
◇

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

強
化
を
図
る
た
め
、
関
係
業
界

と
連
携
し
つ
つ
、
観
光
関
係
業

種
に
お
け
る
技
能
評
価
・
資
格

制
度
の
導
入
を
奨
励
す
る
こ
と

に
よ
り
、
観
光
事
業
従
事
者
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
向
上
な
ど

を
図
る
。

※
０６
年
度
�
４
業
種
８
件

◇

通
訳
案
内
士
の
登
録
人

数
を
１１
年
ま
で
に
お
お
む
ね
５

割
増
や
し
て
１
万
５
千
人
（
地

域
限
定
通
訳
案
内
士
を
含
む
）

と
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
数
を
１１
年
ま
で
に
お
お
む
ね

５
割
増
や
し
て
４
万
７
千
人
と

す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

※
０６
年
�
通
訳
案
内
士
１
万

２
４
１
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
３
万
１
３
０
１
人

�
「
国
際
観
光
の
振
興
」
に
関

す
る
目
標

◇

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数

を
１０
年
ま
で
に
１
千
万
人
に
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
、
将
来
的

に
は
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
者

数
と
同
程
度
に
す
る
こ
と
を
目

指
す
。

そ
の
た
め
、
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ

ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
強

化
・
高
度
化
を
図
る
こ
と
と
し
、

そ
の
際
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
対
応
し
て
、
我
が
国
の
自

然
、
歴
史
、
伝
統
、
食
文
化
、

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
産
業
な

ど
の
豊
か
な
観
光
資
源
の
発
信

を
強
力
に
展
開
す
る
。

※
０６
年
�
７
３
３
万
人

◇

我
が
国
に
お
え
る
国
際

会
議
の
開
催
件
数
を
１１
年
ま
で

に
５
割
以
上
増
や
す
こ
と
を
目

標
と
し
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最

大
の
開
催
国
を
目
指
す
。

※
０５
年
�
１
６
８
件

◇

我
が
国
の
学
校
な
ど
を

訪
れ
、
児
童
生
徒
と
交
流
す
る

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
ジ
ャ
パ
ン

・
プ
ラ
ン
な
ど
に
よ
る
外
国
人

青
少
年
の
受
入
者
数
の
倍
増
を

目
指
す
な
ど
、
我
が
国
青
少
年

の
国
際
交
流
を
推
進
す
る
。

※
０４
年
度
�
４
万
人

◇

出
入
国
手
続
の
迅
速
化

・
円
滑
化
を
図
り
、
外
国
人
の

入
国
審
査
に
つ
い
て
、
全
空
港

で
の
最
長
審
査
待
ち
時
間
を
２０

分
以
下
に
す
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
。

※
０６
年
１０
月
�
成
田
国
際
空

港
で
は
約
２８
分

◇

外
国
語
で
の
対
応
が
可

能
な
「
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
案

内
所
」
を
１１
年
度
ま
で
に
３
０

０
カ
所
に
倍
増
す
る
こ
と
を
目

標
と
す
る
。

※
０６
年
度
末
�
１
５
５
カ
所

◇

博
物
館
、
美
術
館
、
国

立
公
園
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
主
要
な
観
光
施
設
の
う

ち
、
国
・
独
立
行
政
法
人
が
設

置
し
た
も
の
の
す
べ
て
に
つ
い

て
案
内
・
表
示
を
複
数
言
語
で

行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
他
の
主

体
が
設
置
し
た
も
の
に
つ
い
て

も
複
数
言
語
化
を
奨
励
す
る
。

※
０５
年
度
�
３９
％

◇

日
本
人
の
海
外
旅
行
者

数
を
１０
年
ま
で
に
２
千
万
人
に

増
や
し
、
国
際
相
互
交
流
を
拡

大
さ
せ
る
。

※
０６
年
�
１
７
５
３
万
人

◇

発
展
途
上
国
な
ど
の
観

光
振
興
に
協
力
す
る
観
点
か

ら
、
日
本
人
海
外
旅
行
者
の
戦

略
的
な
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
開
発
を
奨
励
す
る
。

◇

諸
外
国
と
の
観
光
交
流

年
な
ど
を
毎
年
２
件
程
度
設
定

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
諸
外

国
と
の
相
互
交
流
の
拡
大
を
目

指
す
。

※
０５
年
度
�
１
件
、
０６
年
度

�
３
件

◇

航
空
自
由
化
（
ア
ジ
ア

・
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
）
に
よ
る

戦
略
的
な
国
際
航
空
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
を
図
る
と
と
も

に
、
羽
田
空
港
の
さ
ら
な
る
国

際
化
、
大
都
市
圏
国
際
空
港
の

２４
時
間
化
を
図
る
。

�
「
観
光
旅
行
の
促
進
の
た
め

の
環
境
の
整
備
」
に
関
す
る
目

標
◇

有
給
休
暇
の
取
得
を
促

進
し
、
取
得
率
の
向
上
を
目
指

す
と
と
も
に
、
企
業
な
ど
の
優

れ
た
取
り
組
み
の
紹
介
な
ど
を

行
う
。

※
０５
年
�
４７
・
１
％

◇

小
・
中
学
校
の
秋
休
み

や
２
学
期
制
、
地
域
行
事
に
連

動
し
た
学
校
休
業
な
ど
、
学
校

休
業
の
多
様
化
と
柔
軟
化
を
進

め
る
。

※
３
学
期
制
以
外
の
学
期
制

を
採
用
し
て
い
る
学
校
の
割
合

�
０５
年
度
小
学
校
１４
・
０
％
、

中
学
校
１５
・
３
％

◇

国
民
の
観
光
に
関
す
る

意
義
、
マ
ナ
ー
の
普
及
や
観
光

資
源
の
保
全
な
ど
を
図
る
た
め

の
広
報
活
動
を
行
っ
て
、
国
民

全
体
の
意
識
喚
起
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
の
魅
力
や
観
光
の

意
義
に
関
す
る
子
ど
も
た
ち
の

理
解
を
増
進
す
る
た
め
の
活
動

を
奨
励
す
る
。

※
０６
年
度
�
小
学
校
で
観
光

に
関
す
る
教
材
を
作
成
し
て
い

る
事
例
２
件
（
宮
崎
県
、
沖
縄

県
）◇

観
光
関
係
功
労
者
を
表

彰
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
０８
年

度
ま
で
に
対
象
を
拡
大
す
る
。

◇

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど

の
移
動
な
ど
の
円
滑
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
、
旅
客
施
設
・
車
両
な
ど
、

道
路
、
都
市
公
園
、
建
築
物
な

ど
の
一
体
的
・
総
合
的
な
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
次
の
通
り
計
画

的
に
推
進
す
る
。

・
原
則
と
し
て
１
日
当
た
り

の
平
均
的
な
利
用
者
数
が
５
千

人
以
上
で
あ
る
旅
客
施
設
の
す

べ
て
に
つ
い
て
１０
年
ま
で
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
。
ま
た
、
こ
れ

以
外
の
旅
客
施
設
に
つ
い
て

も
、地
域
の
実
情
に
か
ん
が
み
、

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
の
利
用

の
実
態
な
ど
を
ふ
ま
え
て
可
能

な
限
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
。

・
鉄
道
車
両
お
よ
び
軌
道
車

両
の
約
５０
％
、
バ
ス
車
両
の
約

３０
％
、
船
舶
の
約
５０
％
、
航
空

機
の
約
６５
％
に
つ
い
て
１０
年
ま

で
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
。

・
原
則
と
し
て
重
点
整
備
地

区
内
の
主
要
な
生
活
関
連
経
路

を
構
成
す
る
す
べ
て
の
道
路
お

よ
び
す
べ
て
の
当
該
道
路
に
お

け
る
信
号
機
な
ど
に
つ
い
て
１０

年
ま
で
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
。

・
都
市
公
園
に
お
け
る
園
路

お
よ
び
広
場
の
約
４５
％
、
駐
車

場
の
約
３５
％
、
便
所
の
約
３０
％

に
つ
い
て
１０
年
ま
で
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
。

・
特
定
路
外
駐
車
場
の
約
４０

％
に
つ
い
て
１０
年
ま
で
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
。

・
不
特
定
多
数
の
者
な
ど
が
利

用
す
る
一
定
の
建
築
物
の
約
５０

％
に
つ
い
て
１０
年
ま
で
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
。

◇

体
験
型
、
交
流
型
な
ど

の
特
色
を
有
す
る
新
た
な
形
態

の
旅
行
の
開
拓
と
そ
の
普
及
を

進
め
る
た
め
、
０７
年
度
に
旅
行

商
品
の
創
出
と
流
通
を
促
進
す

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
円
滑
化
の
た
め
の

方
策
を
講
じ
る
。

◇

屋
外
広
告
物
法
の
活
用

に
よ
り
各
地
方
公
共
団
体
に
よ

る
違
反
屋
外
広
告
物
の
一
斉
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
違
反
屋
外
広
告

物
の
是
正
対
策
を
促
進
す
る
。


